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稠密モード PIM のイネーブル化　　31-15

設定　　31-14

ソフトウェアによる転送　　31-9

テーブル エントリの削除　　31-23

デフォルト設定　　31-14

ハードウェアによる転送　　31-9

モニタリング　　31-17

ルーティング テーブル情報の表示　　31-18

ルーティング プロトコル　　31-3

IP ユニキャスト

統計情報の表示　　28-9

IP ルーティング テーブル

エントリの削除　　31-23

IPX

EIGRP によるルート情報の再配布　　1-9
ISL

802.1Q トンネリングによるトランキング　　23-4

カプセル化　　15-4
ISSU

Cisco Feature Navigator を使用した互換性の検証　
　5-13

NSF の概要　　5-3

SNMP サポート　　5-13

SSO の概要　　5-3

互換性マトリクス　　5-12

サポートするソフトウェアのバージョン許容範囲
　　5-11

制約事項　　5-2

前提条件　　5-2

プロセスの概要　　5-6

プロセスの実行

ISSU ステートの確認　　5-17

新しくスタンバイになったスーパーバイザ エ
ンジンへの新しいソフトウェアの
ロード　　5-24

互換性マトリクスの表示　　5-28

冗長モードの確認　　5-15

スタンバイ スーパーバイザ エンジンへの新し
いソフトウェアのロード　　5-17

スタンバイ スーパーバイザ エンジンへの切り
替え　　5-20

セーフガードとしてのロールバック タイマー
の設定　　5-27

ソフトウェア アップグレードの中断　　5-26

ソフトウェア インストレーションの確認　　
5-14

ロールバック タイマーの停止　　5-23
IST

MST リージョンを参照　　17-25

説明　　17-25

マスター　　17-30

L

l2protocol-tunnel コマンド　　23-12
LACP

システム ID　　20-5
Link Layer Discovery Protocol

CDP を参照
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LLDP

イネーブルおよびディセーブル

インターフェイス上　　25-6

グローバルに　　25-5

概要　　25-2

設定　　25-4

デフォルト設定　　25-4

特性　　25-4

送信タイマーおよびホールドタイム、設定　　
25-4

モニタリングおよびメンテナンス　　25-8
LLDP Media Endpoint Discovery

LLDP-MED も参照

LLDP-MED

概要　　25-2

サポートされる TLV　　25-2

設定

TLV　　25-7

手順　　25-4

モニタリングおよびメンテナンス　　25-8

logoutwarning コマンド　　7-7

M

M ツリー　　17-26

M レコード　　17-26

MAC アドレス

ACL　　42-20

DHCP スヌーピング バインディング テーブルでの
表示　　40-18

VLAN アソシエーション　　4-21

エージング タイム　　4-21

検出　　4-31

スタティック

削除　　4-28

追加　　4-28

特性　　4-27

ドロップ　　4-29

認可　　4-30

スティッキ　　38-5

スティッキ セキュア、追加　　38-6

ダイナミック

学習　　4-20

削除　　4-22

ダイナミックからスティッキ セキュアへの変換　
　38-6

テーブルの作成　　4-20, 15-3

デフォルト設定　　4-21

表示　　4-30, 7-4

割り当て　　17-6

MAC アドレスの限定　　17-2

MAC 拡張アクセス リスト　　42-20

MAC 認証バイパス

802.1X による設定　　37-36

MAC/PHY コンフィギュレーション ステータス TLV　
　25-2

main-cpu コマンド　　8-8

mask destination コマンド　　48-12

mask source コマンド　　48-12

match ip address コマンド　　32-4
MDA

設定時の注意事項　　37-20?37-21

説明　　37-20

meminfo コマンド　　53-7
MFIB

CEF　　31-6

概要　　31-12

表示　　31-21
MIB

SNMP の相互作用　　47-5

概要　　47-2

関連情報　　52-3

コンパイル　　52-4

ダウンロード　　52-3, 52-4

MIB のコンパイル　　52-4

MIB のダウンロード　　52-3, 52-4

MLD Done メッセージおよび即時脱退　　22-4

MLD クエリー　　22-3

MLD スヌーピング

MLD Done メッセージおよび即時脱退　　22-4

MLD クエリー　　22-3

MLD メッセージ　　22-3

MLD レポート　　22-4

概要　　22-2

マルチキャスト クライアント エージングの堅牢
性　　22-3

マルチキャスト ルータ検出　　22-4

MLD メッセージ　　22-3

MLD レポート　　22-4
MST

BPDU　　17-26

PVST+ とのインターオペラビリティ　　17-26

SST とのインターオペラビリティ　　17-28
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イネーブル化　　17-33

インスタンス

サポートされる数　　17-29

説明　　17-26

パラメータの設定　　17-36

エッジ ポート　　17-30

境界ポート　　17-30

コンフィギュレーション パラメータ　　17-29

制約事項　　17-32

設定　　17-33

設定の表示　　17-37

複数のスパニングツリー　　1-3, 17-25

ホップ カウント　　17-31

マスター　　17-30

メッセージ エージ　　17-31

リージョン　　17-29

リンク タイプ　　17-31
MSTP

M ツリー　　17-26

M レコード　　17-26
MTU

概要　　6-23

MTU サイズ

設定　　6-25, 6-26, 6-33, 6-34

デフォルト　　13-5
Multiple Spanning-Tree

MST を参照

Multi-VRF CE

コンポーネント　　33-3

設定例　　33-8

定義　　33-1

デフォルト設定　　33-4

ネットワーク コンポーネント　　33-3

パケット転送プロセス　　33-3

表示　　33-12

N

NetFlow

destination-prefix 集約

最小マスク、設定　　48-12

設定（例）　　48-17
IP

フロー スイッチング キャッシュ　　48-10

prefix 集約

最小マスク、設定　　48-12

設定（例）　　48-15

source-prefix 集約

最小マスク、設定　　48-12

集約

最小マスク、デフォルト値　　48-11

スイッチング

キャッシュ エントリのエクスポート　　
48-10

収集のイネーブル化　　48-8

スイッチド IP フローの設定　　48-8

設定（例）　　48-14

統計情報　　48-10

必要なハードウェアの確認　　48-7

NetFlow 統計情報

キャッシュ エントリのエクスポート　　48-10

収集機能の概要　　48-2

収集機能の設定　　48-7

収集のイネーブル化　　48-8

スイッチド / ブリッジド IP フロー　　48-8

スーパーバイザの注意事項　　48-7

必要なハードウェアの確認　　48-7
Network Assistant

CLI コマンドの概要　　12-3

VTY　　12-13

設定する

スイッチとの通信を可能にする　　12-14, 
12-18

デフォルト設定　　12-2
Network Time Protocol

NTP を参照

Next Hop Resolution Protocol

NHRP を参照

NFFC/NFFC II

IGMP スヌーピング　　21-5
NHRP

サポート　　1-10
Nonstop Forwarding

NSF を参照

NSF

注意事項および制約事項　　9-10

定義　　9-1

動作　　9-5

NSF 対応

サポート　　9-2

スーパーバイザ エンジン　　9-4

NSF 認識

サポート　　9-2
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スーパーバイザ エンジン　　9-3

NSF/SSO スーパーバイザ エンジンの冗長構成

SSO の動作　　9-5

および CEF　　9-6

概要　　9-4
NTP

アクセスの制限

アクセス グループの作成　　4-9

インターフェイス単位での NTP サービスの
ディセーブル化　　4-10

アソシエーション

サーバ　　4-6

定義　　4-3

認証　　4-4

ピア　　4-6

ブロードキャスト メッセージのイネーブル化
　　4-7

概要　　4-2

時刻

サービス　　4-3

同期化　　4-2

ストラタム　　4-2

設定の表示　　4-11

送信元 IP アドレス、設定　　4-10

デバイスの同期化　　4-6

デフォルト設定　　4-4
NVRAM

設定値の保存　　3-10

O

OIR

概要　　6-30
Open Shortest Path First

OSPF を参照

OSPF

エリア概念　　1-11

説明　　1-11

P

PACL、アクセス グループ モードとの併用　　42-35
PAgP

概要　　20-4

PBR（ポリシーベース ルーティング）

イネーブル化　　32-4

概要　　32-2

機能　　32-2

使用　　32-3

設定（例）　　32-6

ルート マップ　　32-2

PE から CE のルーティング、設定　　33-7

PE デバイス　　33-2
per-Port per-VLAN QoS

イネーブル化　　34-52

概要　　34-17

Per-VLAN Rapid Spanning-Tree　　17-7

イネーブル化　　17-22

概要　　17-7
PIM

概要　　31-3

希薄 / 稠密モードのイネーブル化　　31-16

希薄モードの設定　　31-16

稠密モードの設定　　31-15

情報の表示　　31-17

統計情報の表示　　31-22

PIM-DM　　31-4

PIM-SM　　31-4
ping

概要　　7-9

実行　　7-9

ping コマンド　　7-9, 31-17
PoE

E シリーズでの拡張サポート　　11-15

インターフェイス ステータスの表示　　11-9

受電装置の電力消費量

インテリジェントな電源管理　　11-5

概要　　11-6

サポートされているケーブル接続トポロジ　
　11-8

スイッチの電力消費量の設定　　11-6

単一デバイスの電力消費量の設定　　11-6

電源管理モード　　11-3

モジュールで消費される PoE の表示　　11-11

モジュールの電源切断　　10-20

police コマンド　　34-40

policy-map コマンド　　34-36, 34-38
Port Aggregation Protocol

PAgP を参照

port-channel load-balance

コマンド　　20-13

コマンド例　　20-13
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port-channel load-balance コマンド　　20-14
PortFast

BPDU フィルタ、設定　　19-11

MST　　17-26

概要　　19-7

設定またはイネーブル化　　19-19

PortFast BPDU フィルタリング

MST　　17-26

イネーブル化　　19-11

概要　　19-10

power dc input コマンド　　10-17

power inline consumption コマンド　　11-6, 11-7

power inline コマンド　　11-4

power redundancy-mode コマンド　　10-11

PVACL　　40-19

PVID（ポート VLAN ID）

音声 VLAN ポートを使用した 802.1X　　37-19
PVLAN

802.1Q サポート　　36-12

VLAN の設定　　36-13

概要　　36-1

混合モード ポートの設定　　36-15

設定　　36-10

インターフェイス モード　　36-22

設定時の注意事項　　36-11

複数のスイッチ　　36-5

ポート セキュリティを設定　　38-16, 38-18, 38-20

ホスト ポート

設定　　36-22

レイヤ 2 インターフェイスの設定　　36-16

無差別モード

設定　　36-22

ルーティングの許可、例　　36-21

レイヤ 2 EtherChannel でのポート セキュリティの
設定　　38-37

ワイヤレス環境でポート セキュリティを設定　　
38-36

PVLAN 混合モード トランク ポート

設定　　36-2, 36-15, 36-19

Q

QoS

Auto-QoS

NVRAM 設定の影響　　34-20

VoIP に対するイネーブル化　　34-21

設定およびデフォルトの表示　　34-22

設定時の注意事項　　34-21

説明　　34-19

表示　　34-22

CoS、DSCP 値、送信キューも参照

IP Phone

検出および trusted 設定　　34-19, 34-28

自動分類およびキューイング　　34-19

PVQoS のイネーブル化　　34-52

PVQoS の概要　　34-17

UBRL の設定　　34-45

VLAN ベース　　34-55

イネーブル化およびディセーブル化　　34-55

インターフェイス上でのイネーブル化　　34-43

インターフェイス上でのディセーブル化　　
34-43

階層型ポリサーのイネーブル化　　34-50

概要　　34-2

基本モデル　　34-6

信頼状態

信頼できるデバイス　　34-28

設定

Auto-QoS　　34-19

DBL　　34-29

DSCP マップ　　34-61

信頼境界　　34-28

トラフィック シェーピング　　34-60

設定時の注意事項　　34-27

Auto-QoS　　34-21

送信レート　　34-60

ソフトウェア処理されるパケット　　34-17

帯域幅の割り当て　　34-60

定義　　34-4

デフォルト設定　　34-26

デフォルトの自動設定　　34-19

トラフィック シェーピング　　34-17

名前付き集約ポリサーの作成　　34-33

バースト サイズ　　34-34

パケットの変更　　34-17

プライオリティ　　34-16

フローチャート　　34-8, 34-13

分類　　34-7?34-10

ポートベース　　34-55

ポリシング ルールの作成　　34-35

レイヤ 2 インターフェイス上での VLAN ベースの
設定　　34-55
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レイヤ 2 制御パケット QoS の設定、概要　　
34-64

レイヤ 2 制御パケット QoS の設定、機能の相互作
用　　34-69

レイヤ 2 制御パケット QoS の設定、注意事項　　
34-68

QoS アクティブ キュー管理

キュー長の追跡　　34-15

QoS サービス ポリシー

前提条件　　34-75

適用に関する制約事項　　34-75

QoS の信頼境界　　34-28

QoS の送信キュー

DHCP 値のマッピング　　34-59

概要　　34-15

最大速度　　34-17

帯域幅の割り当て　　34-60

トラフィック シェーピングの設定　　34-60

バースト　　34-17

リンク帯域幅の共有　　34-16

QoS の送信キュー、設定　　34-59

QoS のマーキング

説明　　34-5

QoS のマッピング テーブル

CoS/DSCP　　34-61

DSCP/CoS　　34-63

タイプ　　34-15

ポリシング済み DSCP　　34-62

QoS ポリサー

種類　　34-10

バースト サイズ　　34-34

QoS ポリシー

インターフェイスへの付加　　34-12

設定の概要　　34-35

QoS ポリシング

説明　　34-6, 34-10

定義　　34-5

QoS ラベル

定義　　34-4

R

RADIUS サーバ

スイッチ上のパラメータ　　37-26

スイッチとの通信設定　　37-26

設定値の設定　　37-28

range macro

定義　　6-7

range コマンド　　6-5
Rapid Spanning-Tree

RSTP を参照

rcommand コマンド　　12-14

Release 7.7 の新しいソフトウェア機能

TDR　　7-5

reload コマンド　　3-30, 3-31
REP

MST　　18-6

SNMP トラップ、設定　　18-14

VLAN ブロッキング　　18-13

VLAN ロード バランシング　　18-4

VLAN ロード バランシングのトリガー　　18-5

インターフェイスの設定　　18-9

オープン セグメント　　18-2

管理 VLAN　　18-8

管理 VLAN、設定　　18-8

コンバージェンス　　18-4

サポートされているインターフェイス　　18-2

手動によるプリエンプション、設定　　18-13

セカンダリ エッジ ポート　　18-4

セグメント　　18-2

特性　　18-3

設定時の注意事項　　18-7

デフォルト設定　　18-7

ネイバー オフセット番号　　18-4

プライマリ エッジ ポート　　18-4

プリエンプト遅延時間　　18-5

ポート　　18-6

モニタリング　　18-15

リング セグメント　　18-2

リンク完全性の確認　　18-3

reset コマンド　　53-3

Resilient Ethernet Protocol。REP を参照

RFC

1157、SNMPv1　　47-2

1901、SNMPv2C　　47-2

1305、NTP　　4-2

1757、RMON　　49-3

1902 ～ 1907、SNMPv2　　47-2

2273 ～ 2275、SNMPv3　　47-2
RIP

説明　　1-11
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RMON

アラームとイベントのイネーブル化　　49-4

概要　　49-2

サポートされるグループ　　49-3

ステータスの表示　　49-7

デフォルト設定　　49-4

ROM モニタ

CLI　　2-9

概要　　53-1

コマンド　　53-2?53-3

終了　　53-7

設置　　53-2

デバッグ コマンド　　53-7

ブート プロセス　　3-27

route-map（IP）コマンド　　32-4
Routing Information Protocol

RIP を参照

RPF

IP ユニキャストを参照

RSPAN

IDS　　45-3

VLAN ベース　　45-6

宛先ポート　　45-5

受信したトラフィック　　45-4

セッション

VLAN のモニタリング　　45-26

作成　　45-21

送信元（モニタ対象）ポートの削除　　45-25

定義　　45-3

特定の VLAN に送信元トラフィックを制限　
　45-28

モニタ対象ポートの指定　　45-21

設定時の注意事項　　45-20

送信されたトラフィック　　45-4

送信元ポート　　45-5

モニタ対象ポート　　45-5

モニタリング ポート　　45-5
RSTP

互換性　　17-26

説明　　17-25

ポート ステート　　17-27

ポートの役割　　17-27

S

SAID

802.10 SAID を参照

Security Association Identifier

802.10 SAID を参照

service-policy input コマンド　　30-2, 34-43

service-policy コマンド　　34-36

set default interface コマンド　　32-4, 32-5

set interface コマンド　　32-4

set ip default next-hop コマンド　　32-4
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